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HAKUO Diverse Studies



コロナ禍で学びを止めないハイブリッド型オンライン授業

３月 時間割作成（通常の学校生活を維持）
課題配信・動画配信授業

４月 YouTube・Zoomの授業
５月 Webテスト・Formsによるテスト配信
６月 教室の生徒と自宅の生徒を結び全教職員

によるハイブリッド型オンライン授業



生徒のICT学習推進→オンライン学習を一過性にしない

日本の生徒の学習におけ
るICT活用はOECD加盟
国最下位レベル

タブレットやスマホか
ら書き込んだ意見を瞬
時に共有。匿名性を維
持しながら多様な意見
に触れることができる

コロナ禍で学びを止めないハイブリッド型オンライン学習



オンラインを活用した学びのコンソーシアム(海外と)

Diversity Café 7月4日(土)
白鷗・フォンテーヌ国際交流

【テーマ】
高校：コロナ禍で世界はどう変わるか
中学：白鷗とフォンテーヌの未来を考える

～生徒がえがく姉妹校連携～

※Zoomによる交流
※ブレイクアウトセッションによりグループ
別学習 → 全体での発表

※Formsによる事後アンケート
日本、フランス同時集計

※フォンテーヌからの留学生はClassiを契約
し、現在Classiを通じて交流中



Australian Olympic Connect 
ともだち 2020 

期間：8月24日～10月31日
毎週水曜日、朝8:00～9:00

対象：世界20校、中学1年～高校1年
各学校1クラス

交流校：現地校(Bundaberg North State
High School)

交流言語：現地校は日本語、本校は英語

交流方法：Whereby(Web Meeting Service)

オンラインを活用した学びのコンソーシアム(海外と)



高校生が考える浅草上野地区の未来への提言
～100年後も残る行事を目指して～

高１全員参加のポスターセッションと
オンライン発表 (9月15日～16日)

① 浅草流鏑馬 ⑥ 浅草サンバカーニバル
② 泣き相撲 ⑦ かっぱ橋道具まつり
③ モノマチ ⑧ 下町っ子祭り
④ 鳥越祭 ⑨ 三社祭
⑤ 隅田川灯ろう流し ⑩ 酉の市

オンラインを活用した学びのコンソーシアム(地域と)



◆上野浅草プロジェクト「パンフレット作成」

期 間：授業 10月16日（金）～12月18日（金） 6時間目・7時間目
発表 12月11日・18日 6時間目・7時間目

実施方法：遠隔会議システムZoomを利用したオンライン連携
対 象：中学1学年 160名
授業担当：神田外語大学 宮崎愛弓先生 ・ 石井雅章先生

中学第１学年 担任・副担任（8名）
内 容：大学でメディアの授業を受講している学生が本校生徒に対して授業を行う。

本校生徒はパンフレットのデザインについてのワークショップを行い、作成する。

学びのコンソーシアムの構築（高大連携）



◆京都大学 ELCAS 「えるきゃすオンライン2020」
理系15講座、文系3講座の計18講座を開講
対象：4年生・5年生

◆東京農工大学 GIYSEプログラム
科学の専門分野で国境を越えて活躍する研究者、技術者を目指すプログラム
対象：3年生～5年生

◆電気通信大学 高大接続教育プログラム UECスクール
電気通信大学が高校の学習とつながり、発展した大学での学びを体験するな
かで「大学で何を学ぶか、どのように学ぶか」を知るプログラム
対象：4年生・5年生

オンラインを活用した学びのコンソーシアム（高大連携）



学びのコンソーシアムの構築

◆第3回 全国高校生SRサミット “FOCUS”
High School Social Responsibility  ～ Forum on Creating Unified Societies ～
立命館宇治中学・高校主催のWWL関連行事
日時：11月14日（土）～15日（日） オンラインで実施

本校高校1年生（4年生）が令和2年11月14日、15日の2日間、立命館宇治高等学校が主催するWWL
関連行事「第３回全国高校生SRサミット FOCUS」に参加しました。国内外の50校以上の高校生や大
学生、企業がオンラインでつながり学びながら、各学校が提案するプロジェクトをブラッシュアップ
し、よりよい社会をつくるための提案・提言を発表しました。発表後、高校生間での議論や専門家から
のフィードバックもありました。（アフターFOCUS：2月14日開催）



学びのコンソーシアムの構築

◆2020年度 全国高校生フォーラム
参加対象校：SGH校・SGHアソシエイト校・WWL校
開催方法：ウェブ会議システムによるオンライン開催
内容：①双方向の英語による生徒交流会（テーマ別分科会）

②ポスタープレゼンテーション

本校の発表テーマは、「HAKUO FOOTPRINT～選択可能な社会の中で～」です。
環境問題に対して自分事ととらえ、実際に行動しなければ問題を解決することができないという意識のも
と、「各自の日々の生活における選択」がどれだけ環境に負荷をかけているか指標化し、環境に良い最適な
行動とは何かを提言しました。
当日の分科会「自然環境と生活」に参加し、本校の発表テーマを踏まえて英語で議論を深めました。



学びのコンソーシアムの構築（Diversity Café）

◆ミネルバ大生が語る、ないもの尽くしの新しい大学で得られるもの

開催方法：ウェブ会議システムによるオンライン開催

世界7都市を移動しながら学ぶ新しいタイプの大学で「脳科学に基づいた100%アクティブラーニング
を実践する今最も新しい教育を行っている学校」と全世界から注目されているミネルバ大学。その現役生
を招いて、ミネルバ大学に入る前までのお話、ミネルバ大学での学びについての講演聞き、さらにミネル
バ大学の授業を体験できるワークショップも開催しました。



学びのコンソーシアムの構築（Diversity Café）

◆日本のChangemaker集団ELPISが送る 日本の未来を創造しよう

参加対象校：東京都の公立中高一貫校の3年生〜5年生（中学3年生～高校2年生）の希望者
開催方法：ウェブ会議システムによるオンライン開催
講師・話題提供者：文化庁 著作権課 著作物流通推進室 企画調査係長

山下 慶太郎 氏

ELPISは、社会の将来像を描き、そこに至るまでの
科学技術イノベーション環境について若手の感覚を政
策やビジネスにつなげていくため、大学・研究機関の
若い研究者やスタートアップ創業者、ベンチャー
キャピタリストやインキュベーター、大企業の新規事
業や研究開発担当といった最先端の現場にいる人たち
と官庁の若手職員で集まり議論するためのプラット
フォームです。
今回のDiversityCafeでは、山下さんの学校での学

びから、ELPISの立ち上げにいたる自分史を伺いなが
ら、これからの社会の在り方や高校生としてどんな未
来をえがいていけるかをアットホームな雰囲気の中で、
議論しました。



学びのコンソーシアムの構築（Diversity Café）

◆公立中学校との連携

参加対象校：国立市立第一中学校
開催方法：ウェブ会議システムによるオンライン開催
内 容：カリドと考える日本とアメリカの今（COVID19）



英語論文（HAPiE）



白鷗高等学校・附属中学校の英語教育について（GTEC）12期

学年
コース・科目

C E F R -J（人数） 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積
C 2
C 1
B 2 2 0 2 0 3 7 3 7 10 10 5 5
B 1.2 2 1 4 1 4 7 8 4 2 1 2 1 8 18 3 7 4 2
B 1.1 5 7 9 8 4 1 12 5 9 6 117 3 3 5 1 5 9 10 1

A 2 .2 2 0 2 0 7 7 17 5 12 12 4 5 17 0 6 3 18 0 14 5 19 6 8 7 18 8
A 2 .1 2 1 4 1 3 3 2 0 8 12 2 4 3 2 2 0 2 2 8 2 8 3 1 2 11 13 2 0 9 2 2 2 10
A 1.3 5 3 9 4 4 2 12 3 9 6 3 10 2 12 110 13 8 1 2 12 3 2 12 1 2 11
A 1.2 3 6 13 0 2 12 8 0 14 3 2 12 15 15 3 2 12 2 12 2 11
A 1.1 2 1 15 1 2 12 9 15 2 2 12 1 15 4 2 12 2 12 2 11
P re -A 1 3 15 4 2 12 2 15 4 2 12 15 4 2 12 2 12 2 11
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白鷗高等学校・附属中学校の英語教育について（GTEC）13期
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学年
コース・科目

C E F R -J（人数） 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積
C 2
C 1
B 2 7 7 2 0 2 0 7 7 3 3
B 1.2 4 11 2 7 4 7 9 9 11 18 16 19
B 1.1 2 1 3 2 4 1 8 8 7 1 8 0 2 4 4 2 2 9 4 8

A 2 .2 6 6 9 9 13 1 6 6 5 9 14 7 9 3 17 3 15 2 19 4 13 2 18 0
A 2 .1 6 12 9 2 2 2 3 8 14 6 2 2 0 9 10 10 5 4 2 2 7 3 4 2 2 8 4 9 2 2 9
A 1.3 19 3 1 7 2 3 0 2 9 4 3 2 1 2 3 0 116 12 6 3 2 3 0 2 2 3 0 1 2 3 0
A 1.2 5 4 8 5 2 3 0 9 4 13 7 2 3 0 18 14 4 2 3 0 2 3 0 2 3 0
A 1.1 4 1 12 6 2 3 0 11 14 8 2 3 0 1 14 5 2 3 0 2 3 0 2 3 0
P re -A 1 2 2 14 8 2 3 0 14 8 2 3 0 3 14 8 2 3 0 2 3 0 2 3 0

１３期
中学1年生 高校1年生 中学1年生 高校1年生 中学1年生 高校1年生 高校1年生 高校1年生

S p e a kin g T o ta l(4 技能)R e a d in g Liste n in g W ritin g



白鷗高等学校・附属中学校の英語教育について（GTEC）14期

学年
コース・科目

C E F R -J（人数） 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積 単純 累積
C 2
C 1
B 2 2 7 7 10 19 19 7 7 3 3
B 1.2 3 5 6 13 6 16 15 3 4 3 7 7 6 13 12 15
B 1.1 5 10 2 4 3 7 16 3 5 6 9 12 15 4 4 5 1 7 2 0 18 3 3

A 2 .2 18 2 8 7 6 113 7 2 3 4 2 111 15 4 8 9 9 112 13 2 8 7 12 0
A 2 .1 11 3 9 3 5 14 8 6 2 9 2 8 13 9 3 1 4 6 5 1 15 0 17 14 9 2 9 14 9
A 1.3 3 7 7 6 4 15 2 3 4 6 3 10 14 9 7 3 119 1 15 1 2 15 1 1 15 0
A 1.2 3 8 114 15 2 7 6 13 9 3 15 2 15 13 4 15 1 15 1 1 15 1
A 1.1 2 9 14 3 15 2 14 15 3 15 2 13 14 7 15 1 15 1 15 1
P re -A 1 12 15 5 15 2 2 15 5 15 2 8 15 5 2 15 3 15 1 15 1
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R e a d in g Liste n in g W ritin g S p e a kin g T o ta l(4 技能)

Pre-A1
Pre-A1

Pre-A1

A1

A1

A1

A1

A1

A1

A2

A2

A2

A2

A2

A2

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B2 B2 B2
B2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Reading Reading Listening Listening Writing Writing

中学1年生 中学3年生 中学1年生 中学3年生 中学1年生 中学3年生

A1 A1

A2
A2

B1
B1

B2 B2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Speaking Total(4技能)

中学3年生 中学3年生



白鷗高等学校・附属中学校の英語教育について

◆ 中学では遊び（歌・ゲーム・パズル・劇）の要素を強くし、ALTと楽しい
授業に。生徒が英語を嫌いにならないように負荷をかけていく。

◆ 2学期までに教科書を終えるように計画を立てる。
2学期・3学期の模試の試験範囲をカバーする。

◆ 授業ではディクテーション＋音読
リスニング学習は必ず行う。英語学習が音とペアになるよう印象付ける。

◆ 模試で成果を出すことが、生徒のモチベーションにつながる。
模試に向けて目標を設定し、受験後、結果をフィードバックする。褒める。

◆ 2週に1回プレゼンをさせる。



ご清聴ありがとうございました。
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令和 3年 2月 

WWL（Diverse Link Tokyo Edu）意識調査 

選択式項目分析レポート 

東京都立白鷗高校・附属中学校  

開発部 

1．選択式意識調査の検定結果について  

 4択式の回答において、「そう思う」と「ややそう思う」の合計を「肯定」とし、「あまり思わない」と「思わ

ない」の合計を「否定」とし、直接確立計算（正確二項検定）を行った結果を検定結果として示す。 

（1）有意差の判定記号について 

記号 偶然確率 p(probability)

の大きさ 

判定 備考 

ns 0.10<p  有意ではない non-significantの略、 

 + 0.05 < p < 0.10 有意傾向 有意ではないが、「傾向あり」と

判断 

 * p < 0.05 有意水準 5%で有意 アスタリスク 1つ 

 ** p < 0.01 有意水準 1%で有意 アスタリスク 2つ 

 

（2）その他の省略記号について 

「両」は、両側検定の略、偶然性を排除するため「仮説検証型」の研究で用いる。 

「片」は、片側検定の略、可能性を逃さないための「探索発見型」の研究で用いる。 

セルに「両」、「片」の記号がない場合は、両側検定、片側検定のいずれも同じ結果であることを示す。 

 

（3）検定結果とセルと色について 

検定結果の記号 検定結果の内容 セルの色 

肯** 肯定的回答で有意水準 1%で有意 青色                 肯定

で有意 

肯* 肯定的回答で有意水準 5%で有意 緑色 

肯＋ 肯定的回答で有意傾向 黄緑色 

ns 有意とはいえない 無色 

否+ 否定的回答で有意傾向 黄色 

否* 否定的回答で有意水準 5%で有意 橙色 

否** 否定的回答で有意水準 1%で有意 赤色                 否定

で有意 
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2.調査結果要約版 

＜参考＞ 

検定結果の記号 検定結果の内容 セルの色 

肯** 肯定的回答で有意水準 1%で有意 青色                 肯定

で有意 

肯* 肯定的回答で有意水準 5%で有意 緑色 

肯＋ 肯定的回答で有意傾向 黄緑色 

ns 有意とはいえない 無色 

否+ 否定的回答で有意傾向 黄色 

否* 否定的回答で有意水準 5%で有意 橙色 

否** 否定的回答で有意水準 1%で有意 赤色                 否定

で有意 

 

（1）令和 2年度と令和元年度の生徒回答比較 

検定結果において、差異があったものだけを以下に示す。 

グローバルな視点で、世界へ向けて発信したり、世界へ飛び込んでいく項目について、肯定側に変容してい

る。 

  

 

（2）令和 2年度と令和元年度の教職員回答比較 

 教職員の検定結果は、ほとんどが「肯＊＊」であった。 

  検定結果において、差異があったものだけを以下に示す。No10の調査項目において、肯定側に変容してい

る。 

 

 

 

 

N o 調査項目 R2 検定結果 R1検定結果

7 グローバルな諸課題の解決を日常から考えている。 n s 否**

9 将来は、外国の大学や大学院への留学（６ヵ月以上）も視野に入れて勉強したい。
両n s

片否+
否**

10 海外ボランティアなどの国際的な活動に積極的に参加したい。 肯**
両n s

片否+

11 将来、外国で働くことも視野に入れて、職業を選択したい。 肯** n s

14 自主的に社会貢献や自己を向上させる活動に取り 組んでいる。
両否*
片否**

否**

2 1 英語で自分の意見や考え、課題研究の成果を多くの人に伝えたい。 n s 否**

N o 調査項目 R2 検定結果 R1検定結果

10 海外ボランティアなどの国際的な活動に積極的に参加したい。 肯** 肯*
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＜参考＞ 

検定結果の記号 検定結果の内容 セルの色 

肯** 肯定的回答で有意水準 1%で有意 青色                 肯定

で有意 

肯* 肯定的回答で有意水準 5%で有意 緑色 

肯＋ 肯定的回答で有意傾向 黄緑色 

ns 有意とはいえない 無色 

否+ 否定的回答で有意傾向 黄色 

否* 否定的回答で有意水準 5%で有意 橙色 

否** 否定的回答で有意水準 1%で有意 赤色                 否定

で有意 

 

（3）令和 2年度調査における生徒と教職員の比較 

 以下の項目で生徒と教職員の意識の乖離がみられた。No16，18，22において、英語をツールとした説明やプ

レゼン能力に関しては、教職員は十分にできると考えているが、生徒は苦手意識のある生徒が多く、意識に乖

離があると考えられる。生徒が現状で満足せず、もっと力をつけていないと十分ではないと目標を高く設定し

ているために生じている可能性も考えられる。また、教職員の対象が英語を担当する教員ではなく全職員が回

答しているために、乖離が生じたとも考えられるが、英語に関して、生徒がもっと自己肯定感を持つような指

導の必要性を検討してもよいと考察する。 

 

 

 

 

 

 

N o 調査項目
生徒

検定結果
教職員

検定結果

7 グローバルな諸課題の解決を日常から考えている。 n s 肯**

9 将来は、外国の大学や大学院への留学（６ヵ月以上）も視野に入れて勉強したい。
両n s
片+

肯**

13 集団での問題解決場面において、率先してリ ーダー的な役割を担っている。 否** 肯**

14 自主的に社会貢献や自己を向上させる活動に取り 組んでいる。
両否*
片否** 肯**

16 自分の意見を英語で効果的に述べて相手に説明している。 否** 肯**

18 提案を適切に英語でプレゼンテーショ ンできる。 否** 肯**

2 1 英語で自分の意見や考え、課題研究の成果を多くの人に伝えたい。 n s 肯**

2 2 学んだトピックや興味、経験の範囲内なら、抽象的な内容でも英語で議論できる。 否** 肯**
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＜参考＞ 

検定結果の記号 検定結果の内容 セルの色 

肯** 肯定的回答で有意水準 1%で有意 青色                 肯定

で有意 

肯* 肯定的回答で有意水準 5%で有意 緑色 

肯＋ 肯定的回答で有意傾向 黄緑色 

ns 有意とはいえない 無色 

否+ 否定的回答で有意傾向 黄色 

否* 否定的回答で有意水準 5%で有意 橙色 

否** 否定的回答で有意水準 1%で有意 赤色                 否定

で有意 

 

（4）令和 2年度調査における中学生と高校生の回答比較 

 以下の項目で生徒と教職員の意識の乖離がみられた。世界を視野に入れて将来のことを考えているかの意識

においては、中学生の方が肯定的に考えていることがわかる。その原因としては、成長とともに自分の力量を

知り、否定的な回答になっていることも考えられるが、別の見方もできる。現在、中学生 3年生から帰国子女

枠等においる入学者選抜を行うなど、グローバル化の方策を講じていることから、その効果が現れたと考える

ことができる。次年度以降の結果を見て判断していきたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N o 調査項目
中学

検定結果
高校

検定結果

7 グローバルな諸課題の解決を日常から考えている。
両ns

片肯+
ns

9 将来は、外国の大学や大学院への留学（６ヵ月以上）も視野に入れて勉強したい。 ns 否**

10 海外ボランティアなどの国際的な活動に積極的に参加したい。 肯** ns

11 将来、外国で働くことも視野に入れて、職業を選択したい。 肯** ns

14 自主的に社会貢献や自己を向上させる活動に取り 組んでいる。
両ns

片否+

両否＋
片否＊

2 1 英語で自分の意見や考え、課題研究の成果を多くの人に伝えたい。 ns 否**
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3．各調査項目詳細資料 

＜参考＞ 

検定結果の記号 検定結果の内容 セルの色 

肯** 肯定的回答で有意水準 1%で有意 青色                 肯定

で有意 

肯* 肯定的回答で有意水準 5%で有意 緑色 

肯＋ 肯定的回答で有意傾向 黄緑色 

ns 有意とはいえない 無色 

否+ 否定的回答で有意傾向 黄色 

否* 否定的回答で有意水準 5%で有意 橙色 

否** 否定的回答で有意水準 1%で有意 赤色                 否定

で有意 

 

（1）令和 2年度と令和元年度の生徒回答比較 

 グローバルな視点で、世界へ向けて発信したり、世界へ飛び込んでいく項目について、肯定側に変容して

いる。 

 

 

 

N o 調査項目 そう 思う
ややそう

思う
あまり思
わない

思わな
い 肯定 否定

検定
結果

そう 思う
ややそう

思う
あまり思
わない

思わな
い 肯定 否定

検定
結果

1 自分と異なる立場の人の価値観を尊重している。 60.9% 36.2% 2.5% 0.4% 97.1% 2.9%肯** 50.7% 43.6% 4.6% 1.1% 94.3% 5.7%肯**

2 相手が意見を述べやすいよう に心がけている。 51.2% 43.2% 4.7% 0.9% 94.4% 5.6%肯** 41.9% 49.0% 7.2% 1.8% 91.0% 9.0%肯**

3 相手との協力関係を築くよう に心がけている。 59.8% 34.8% 4.6% 0.8% 94.6% 5.4%肯** 47.8% 43.3% 7.4% 1.5% 91.1% 8.9%肯**

4 反対意見にも耳を傾けている。（様々な意見を踏まえて、建設的な意見を述べる。） 56.5% 39.7% 3.4% 0.4% 96.2% 3.8%肯** 46.4% 44.7% 7.9% 1.0% 91.1% 8.9%肯**

5 議論する際、自分だけが意見を述べることなく、参加者それぞれの意見を聞くことができる。 62.2% 34.6% 2.8% 0.3% 96.9% 3.1%肯** 49.2% 45.0% 4.6% 1.3% 94.1% 5.9%肯**

6 外国の様々な異文化に触れることは楽しい（と思う ）。 51.2% 35.2% 10.5% 3.1% 86.4% 13.6%肯** 47.2% 36.4% 13.0% 3.4% 83.6% 16.4%肯**

7 グローバルな諸課題の解決を日常から考えている。
15.6% 36.3% 35.8% 12.3% 52.0% 48.0% ns 12.6% 31.7% 39.3% 16.4% 44.3% 55.7% 否**

8 グローバルな諸課題の解決に貢献していきたい。 28.6% 47.7% 18.1% 5.6% 76.3% 23.7%肯** 22.2% 43.1% 25.5% 9.3% 65.2% 34.8%肯**

9 将来は、外国の大学や大学院への留学（６ヵ月以上）も視野に入れて勉強したい。
22.2% 25.4% 35.7% 16.6% 47.7% 52.3%

両ns

片否+ 16.4% 25.0% 32.3% 26.3% 41.4% 58.6% 否**

10 海外ボランティアなどの国際的な活動に積極的に参加したい。 20.5% 33.9% 31.5% 14.1% 54.5% 45.5%肯** 17.5% 29.7% 34.4% 18.3% 47.3% 52.7%

両ns
片否+

11 将来、外国で働くことも視野に入れて、職業を選択したい。 25.1% 31.4% 29.8% 13.7% 56.5% 43.5%肯** 18.6% 30.0% 30.9% 20.5% 48.6% 51.4% ns

12 自分の強みを自覚し、それを活かした行動をとっている。 27.6% 43.0% 23.9% 5.5% 70.6% 29.4%肯** 23.9% 44.3% 26.0% 5.9% 68.2% 31.8%肯**

13 集団での問題解決場面において、率先してリ ーダー的な役割を担っている。
9.6% 28.8% 41.9% 19.8% 38.4% 61.6% 否** 10.7% 28.7% 40.8% 19.8% 39.4% 60.6% 否**

14 自主的に社会貢献や自己を向上させる活動に取り 組んでいる。
12.1% 33.7% 43.6% 10.6% 45.8% 54.2%

両否*
片否** 12.3% 30.4% 43.2% 14.1% 42.7% 57.3% 否**

15 自分の意見を日本語で効果的に述べて相手に説明している。 23.3% 51.2% 22.9% 2.6% 74.5% 25.5%肯** 17.6% 48.5% 27.5% 6.5% 66.0% 34.0%肯**

16 自分の意見を英語で効果的に述べて相手に説明している。
6.9% 21.0% 44.2% 27.9% 27.9% 72.1% 否** 6.0% 21.3% 46.3% 26.4% 27.3% 72.7% 否**

17 提案を適切に日本語でプレゼンテーショ ンできる。 25.1% 51.6% 19.5% 3.8% 76.7% 23.3%肯** 18.1% 47.6% 27.6% 6.7% 65.6% 34.4%肯**

18 提案を適切に英語でプレゼンテーショ ンできる。
4.8% 22.2% 44.1% 28.9% 27.0% 73.0% 否** 4.2% 22.8% 45.2% 27.9% 27.0% 73.0% 否**

19 提案した内容がどこまで有効かについて説明できる。 17.3% 50.1% 27.3% 5.2% 67.4% 32.6%肯** 13.0% 47.1% 33.0% 6.9% 60.1% 39.9%肯**

2 0 自分の発表に対する質問に適切に回答できる。 19.3% 55.6% 23.1% 1.9% 75.0% 25.0%肯** 15.5% 53.4% 26.6% 4.6% 68.9% 31.1%肯**

2 1 英語で自分の意見や考え、課題研究の成果を多くの人に伝えたい。
16.9% 31.1% 36.5% 15.5% 47.9% 52.1% ns 11.8% 31.8% 35.6% 20.8% 43.6% 56.4% 否**

2 2 学んだトピックや興味、経験の範囲内なら、抽象的な内容でも英語で議論できる。
11.3% 27.9% 40.4% 20.3% 39.2% 60.8% 否** 8.5% 28.3% 40.0% 23.1% 36.8% 63.2% 否**
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＜参考＞ 

検定結果の記号 検定結果の内容 セルの色 

肯** 肯定的回答で有意水準 1%で有意 青色                 肯定

で有意 

肯* 肯定的回答で有意水準 5%で有意 緑色 

肯＋ 肯定的回答で有意傾向 黄緑色 

ns 有意とはいえない 無色 

否+ 否定的回答で有意傾向 黄色 

否* 否定的回答で有意水準 5%で有意 橙色 

否** 否定的回答で有意水準 1%で有意 赤色                 否定

で有意 

 

（2）令和 2年度と令和元年度の調査結果（教職員年度比較） 

  教職員の検定結果は、ほとんどが「肯＊＊」であった。 

  検定結果において、差異があったものだけを以下に示す。No10の調査項目において、肯定側に変容してい

る。 

 

 

N o
調査項目

そう 思
う

やや
そう 思

う

あまり
思わ
ない

思わ
ない

肯定 否定
検定
結果

そう 思
う

やや
そう 思

う

あまり
思わ
ない

思わ
ない

肯定 否定
検定
結果

1 自分と異なる立場の人の価値観を尊重している。 70.9% 29.1% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯** 55.0% 41.7% 3.3% 0.0% 96.7% 3.3%肯**

2 相手が意見を述べやすいよう に心がけている。 63.6% 36.4% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯** 53.3% 41.7% 5.0% 0.0% 95.0% 5.0%肯**

3 相手との協力関係を築くよう に心がけている。 69.1% 29.1% 1.8% 0.0% 98.2% 1.8%肯** 56.7% 38.3% 5.0% 0.0% 95.0% 5.0%肯**

4 反対意見にも耳を傾けている。（様々な意見を踏まえて、建設的な意見を述べる。） 67.3% 32.7% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯** 41.7% 50.0% 8.3% 0.0% 91.7% 8.3%肯**

5 議論する際、自分だけが意見を述べることなく、参加者それぞれの意見を聞くことができる。81.8% 18.2% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯** 50.0% 45.0% 5.0% 0.0% 95.0% 5.0%肯**

6 外国の様々な異文化に触れることは楽しい（と思う ）。 63.6% 36.4% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯** 68.3% 28.3% 3.3% 0.0% 96.7% 3.3%肯**

7 グローバルな諸課題の解決を日常から考えている。 12.7% 67.3% 20.0% 0.0% 80.0% 20.0%肯** 18.3% 56.7% 23.3% 0.0% 75.0% 23.3%肯**

8 グローバルな諸課題の解決に貢献していきたい。 25.5% 58.2% 16.4% 0.0% 83.6% 16.4%肯** 21.7% 56.7% 21.7% 0.0% 78.3% 21.7%肯**

9 将来は、外国の大学や大学院への留学（６ヵ月以上）も視野に入れて勉強したい。 5.5% 74.5% 18.2% 1.8% 80.0% 20.0%肯** 3.3% 66.7% 26.7% 3.3% 70.0% 30.0%肯**

10 海外ボランティアなどの国際的な活動に積極的に参加したい。 1.8% 69.1% 29.1% 0.0% 70.9% 29.1%肯** 6.7% 58.3% 31.7% 3.3% 65.0% 35.0%肯*

11 将来、外国で働くことも視野に入れて、職業を選択したい。 3.7% 79.6% 16.7% 0.0% 83.3% 16.7%肯** 3.3% 66.7% 28.3% 1.7% 70.0% 30.0%肯**

12 自分の強みを自覚し、それを活かした行動をとっている。 25.9% 66.7% 7.4% 0.0% 92.6% 7.4%肯** 23.3% 61.7% 15.0% 0.0% 85.0% 15.0%肯**

13 集団での問題解決場面において、率先してリ ーダー的な役割を担っている。 11.1% 79.6% 9.3% 0.0% 90.7% 9.3%肯** 3.3% 80.0% 15.0% 1.7% 83.3% 16.7%肯**

14 自主的に社会貢献や自己を向上させる活動に取り 組んでいる。 14.8% 70.4% 13.0% 1.9% 85.2% 14.8%肯** 6.7% 71.7% 20.0% 1.7% 78.3% 21.7%肯**

15 自分の意見を日本語で効果的に述べて相手に説明している。 50.0% 44.4% 5.6% 0.0% 94.4% 5.6%肯** 35.0% 63.3% 1.7% 0.0% 98.3% 1.7%肯**

16 自分の意見を英語で効果的に述べて相手に説明している。 20.4% 61.1% 16.7% 1.9% 81.5% 18.5%肯** 18.3% 61.7% 16.7% 3.3% 80.0% 20.0%肯**

17 提案を適切に日本語でプレゼンテーショ ンできる。 51.9% 46.3% 1.9% 0.0% 98.1% 1.9%肯** 41.7% 50.0% 6.7% 1.7% 91.7% 8.3%肯**

18 提案を適切に英語でプレゼンテーショ ンできる。 16.7% 72.2% 11.1% 0.0% 88.9% 11.1%肯** 16.9% 61.0% 18.6% 3.4% 78.0% 22.0%肯**

19 提案した内容がどこまで有効かについて説明できる。 16.7% 68.5% 13.0% 1.9% 85.2% 14.8%肯** 10.0% 63.3% 23.3% 3.3% 73.3% 26.7%肯**

2 0 自分の発表に対する質問に適切に回答できる。 29.6% 61.1% 9.3% 0.0% 90.7% 9.3%肯** 26.7% 58.3% 13.3% 1.7% 85.0% 15.0%肯**

2 1 英語で自分の意見や考え、課題研究の成果を多くの人に伝えたい。 16.7% 72.2% 9.3% 1.9% 88.9% 11.1%肯** 13.3% 65.0% 18.3% 3.3% 78.3% 21.7%肯**

2 2 学んだトピックや興味、経験の範囲内なら、抽象的な内容でも英語で議論できる。 9.4% 69.8% 17.0% 3.8% 79.2% 20.8%肯** 7.0% 66.7% 22.8% 3.5% 73.7% 26.3%肯**

R 2  教職員調査結果 R 1　教職員調査結果
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＜参考＞ 

検定結果の記号 検定結果の内容 セルの色 

肯** 肯定的回答で有意水準 1%で有意 青色                 肯定

で有意 

肯* 肯定的回答で有意水準 5%で有意 緑色 

肯＋ 肯定的回答で有意傾向 黄緑色 

ns 有意とはいえない 無色 

否+ 否定的回答で有意傾向 黄色 

否* 否定的回答で有意水準 5%で有意 橙色 

否** 否定的回答で有意水準 1%で有意 赤色                 否定

で有意 

 

（3）令和 2年度生徒と教職員の比較 

 No16，18，22において、英語をツールとした説明やプレゼン能力に関しては、教職員は十分にできると考え

ているが、生徒は苦手意識のある生徒が多く、意識に乖離があると考えられる。生徒が現状で満足せず、もっ

と力をつけていないと十分ではないと目標を高く設定しているために生じている可能性も考えられる。また、

教職員の対象が英語を担当する教員ではなく全職員が回答しているために、乖離が生じたとも考えられるが、

英語に関して、生徒がもっと自己肯定感を持つような指導の必要性を検討してもよいと考察する。 

 

N o 調査項目 そう 思う
ややそう

思う
あまり思
わない

思わな
い 肯定 否定

検定
結果

そう 思う
ややそう

思う
あまり思
わない

思わない 肯定 否定
検定
結果

1 自分と異なる立場の人の価値観を尊重している。
60.9% 36.2% 2.5% 0.4% 97.1% 2.9%肯** 70.9% 29.1% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯**

2 相手が意見を述べやすいよう に心がけている。
51.2% 43.2% 4.7% 0.9% 94.4% 5.6%肯** 63.6% 36.4% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯**

3 相手との協力関係を築くよう に心がけている。
59.8% 34.8% 4.6% 0.8% 94.6% 5.4%肯** 69.1% 29.1% 1.8% 0.0% 98.2% 1.8%肯**

4 反対意見にも耳を傾けている。（様々な意見を踏まえて、建設的な意見を述べる。）
56.5% 39.7% 3.4% 0.4% 96.2% 3.8%肯** 67.3% 32.7% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯**

5 議論する際、自分だけが意見を述べることなく、参加者それぞれの意見を聞くことができる。
62.2% 34.6% 2.8% 0.3% 96.9% 3.1%肯** 81.8% 18.2% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯**

6 外国の様々な異文化に触れることは楽しい（と思う ）。
51.2% 35.2% 10.5% 3.1% 86.4% 13.6%肯** 63.6% 36.4% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%肯**

7 グローバルな諸課題の解決を日常から考えている。
15.6% 36.3% 35.8% 12.3% 52.0% 48.0% ns 12.7% 67.3% 20.0% 0.0% 80.0% 20.0%肯**

8 グローバルな諸課題の解決に貢献していきたい。
28.6% 47.7% 18.1% 5.6% 76.3% 23.7%肯** 25.5% 58.2% 16.4% 0.0% 83.6% 16.4%肯**

9 将来は、外国の大学や大学院への留学（６ヵ月以上）も視野に入れて勉強したい。
22.2% 25.4% 35.7% 16.6% 47.7% 52.3%

両ns

片否+ 5.5% 74.5% 18.2% 1.8% 80.0% 20.0%肯**

10 海外ボランティアなどの国際的な活動に積極的に参加したい。
20.5% 33.9% 31.5% 14.1% 54.5% 45.5%肯** 1.8% 69.1% 29.1% 0.0% 70.9% 29.1%肯**

11 将来、外国で働くことも視野に入れて、職業を選択したい。
25.1% 31.4% 29.8% 13.7% 56.5% 43.5%肯** 3.7% 79.6% 16.7% 0.0% 83.3% 16.7%肯**

12 自分の強みを自覚し、それを活かした行動をとっている。
27.6% 43.0% 23.9% 5.5% 70.6% 29.4%肯** 25.9% 66.7% 7.4% 0.0% 92.6% 7.4%肯**

13 集団での問題解決場面において、率先してリ ーダー的な役割を担っている。
9.6% 28.8% 41.9% 19.8% 38.4% 61.6% 否** 11.1% 79.6% 9.3% 0.0% 90.7% 9.3%肯**

14 自主的に社会貢献や自己を向上させる活動に取り 組んでいる。
12.1% 33.7% 43.6% 10.6% 45.8% 54.2%

両否*
片否** 14.8% 70.4% 13.0% 1.9% 85.2% 14.8%肯**

15 自分の意見を日本語で効果的に述べて相手に説明している。
23.3% 51.2% 22.9% 2.6% 74.5% 25.5%肯** 50.0% 44.4% 5.6% 0.0% 94.4% 5.6%肯**

16 自分の意見を英語で効果的に述べて相手に説明している。
6.9% 21.0% 44.2% 27.9% 27.9% 72.1% 否** 20.4% 61.1% 16.7% 1.9% 81.5% 18.5%肯**

17 提案を適切に日本語でプレゼンテーショ ンできる。
25.1% 51.6% 19.5% 3.8% 76.7% 23.3%肯** 51.9% 46.3% 1.9% 0.0% 98.1% 1.9%肯**

18 提案を適切に英語でプレゼンテーショ ンできる。
4.8% 22.2% 44.1% 28.9% 27.0% 73.0% 否** 16.7% 72.2% 11.1% 0.0% 88.9% 11.1%肯**

19 提案した内容がどこまで有効かについて説明できる。
17.3% 50.1% 27.3% 5.2% 67.4% 32.6%肯** 16.7% 68.5% 13.0% 1.9% 85.2% 14.8%肯**

2 0 自分の発表に対する質問に適切に回答できる。
19.3% 55.6% 23.1% 1.9% 75.0% 25.0%肯** 29.6% 61.1% 9.3% 0.0% 90.7% 9.3%肯**

2 1 英語で自分の意見や考え、課題研究の成果を多くの人に伝えたい。
16.9% 31.1% 36.5% 15.5% 47.9% 52.1% ns 16.7% 72.2% 9.3% 1.9% 88.9% 11.1%肯**

2 2 学んだトピックや興味、経験の範囲内なら、抽象的な内容でも英語で議論できる。 11.3% 27.9% 40.4% 20.3% 39.2% 60.8% 否** 9.4% 69.8% 17.0% 3.8% 79.2% 20.8%肯**

R 2  教職員調査結果R 2 　生徒全体集計結果
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＜参考＞ 

検定結果の記号 検定結果の内容 セルの色 

肯** 肯定的回答で有意水準 1%で有意 青色                 肯定

で有意 

肯* 肯定的回答で有意水準 5%で有意 緑色 

肯＋ 肯定的回答で有意傾向 黄緑色 

ns 有意とはいえない 無色 

否+ 否定的回答で有意傾向 黄色 

否* 否定的回答で有意水準 5%で有意 橙色 

否** 否定的回答で有意水準 1%で有意 赤色                 否定

で有意 

（4）令和 2年度調査における中学生と高校生の回答比較 

留学に関する意識(設問 9)、社会貢献やグローバルな視点での課題解決に関する意識（設問 8，14）において

若干の乖離がみられる。英語をツールとした説明やプレゼン能力に関しては、教職員は十分にできると考えて

いるが、生徒は苦手意識のある生徒が多く、意識に大きな乖離があると考えられる。この結果の分析について

は、生徒が現状で満足せず、もっと力をつけていないと十分ではないと目標を高く設定しているための乖離現

象である可能性もある。また、教職員の対象が英語を担当する教員ではなく全職員が回答しているために、乖

離が生じたとも考えられるが、課題として、もっと英語に関して、自己肯定感を持つような指導の必要性を検

討してもよいかもしれない。 

N o 調査項目 そう 思う
ややそう

思う
あまり思
わない

思わな
い 肯定 否定

検定
結果

そう 思う
ややそう

思う
あまり思
わない

思わな
い 肯定 否定

検定
結果

1 自分と異なる立場の人の価値観を尊重している。 61.7% 35.7% 2.2% 0.4% 97.3% 2.7%肯** 60.2% 36.7% 2.7% 0.4% 96.9% 3.1%肯**

2 相手が意見を述べやすいよう に心がけている。 52.9% 41.3% 4.9% 0.9% 94.2% 5.8%肯** 49.6% 45.1% 4.4% 0.9% 94.7% 5.3%肯**

3 相手との協力関係を築くよう に心がけている。 64.8% 31.2% 3.4% 0.7% 96.0% 4.0%肯** 54.9% 38.4% 5.8% 0.9% 93.3% 6.7%肯**

4 反対意見にも耳を傾けている。（様々な意見を踏まえて、建設的な意見を述べる。） 58.2% 38.2% 3.1% 0.4% 96.4% 3.6%肯** 54.9% 41.1% 3.6% 0.4% 96.0% 4.0%肯**

5 議論する際、自分だけが意見を述べることなく、参加者それぞれの意見を聞くことができる。 67.9% 29.4% 2.5% 0.2% 97.3% 2.7%肯** 56.7% 39.8% 3.1% 0.4% 96.4% 3.6%肯**

6 外国の様々な異文化に触れることは楽しい（と思う ）。 51.8% 35.9% 10.1% 2.2% 87.7% 12.3%肯** 50.7% 34.4% 10.9% 4.0% 85.1% 14.9%肯**

7 グローバルな諸課題の解決を日常から考えている。
15.3% 38.7% 36.0% 10.1% 53.9% 46.1%

両ns

片肯+ 16.0% 34.0% 35.6% 14.4% 50.0% 50.0% ns

8 グローバルな諸課題の解決に貢献していきたい。 29.8% 50.9% 15.7% 3.6% 80.7% 19.3%肯** 27.4% 44.5% 20.5% 7.6% 71.9% 28.1%肯**

9 将来は、外国の大学や大学院への留学（６ヵ月以上）も視野に入れて勉強したい。
24.0% 27.8% 37.0% 11.2% 51.8% 48.2% ns 20.4% 23.1% 34.4% 22.0% 43.6% 56.4% 否**

10 海外ボランティアなどの国際的な活動に積極的に参加したい。 19.3% 40.1% 30.7% 9.9% 59.4% 40.6%肯** 21.8% 27.8% 32.2% 18.2% 49.6% 50.4% ns

11 将来、外国で働くことも視野に入れて、職業を選択したい。 25.3% 35.4% 30.5% 8.7% 60.8% 39.2%肯** 24.9% 27.3% 29.1% 18.7% 52.2% 47.8% ns

12 自分の強みを自覚し、それを活かした行動をとっている。 26.7% 41.9% 25.1% 6.3% 68.6% 31.4%肯** 28.5% 44.1% 22.7% 4.7% 72.6% 27.4%肯**

13 集団での問題解決場面において、率先してリ ーダー的な役割を担っている。
8.5% 29.4% 43.9% 18.2% 37.9% 62.1% 否** 10.7% 28.2% 39.8% 21.3% 38.9% 61.1% 否**

14 自主的に社会貢献や自己を向上させる活動に取り 組んでいる。
11.9% 34.4% 43.8% 9.9% 46.3% 53.7%

両ns

片否+ 12.2% 33.1% 43.3% 11.3% 45.3% 54.7%
両否＋
片否＊

15 自分の意見を日本語で効果的に述べて相手に説明している。 23.8% 57.1% 17.5% 1.6% 80.9% 19.1%肯** 22.7% 45.4% 28.3% 3.6% 68.2% 31.8%肯**

16 自分の意見を英語で効果的に述べて相手に説明している。
6.3% 20.6% 45.7% 27.4% 26.9% 73.1% 否** 7.6% 21.3% 42.7% 28.4% 28.9% 71.1% 否**

17 提案を適切に日本語でプレゼンテーショ ンできる。 26.7% 55.6% 15.7% 2.0% 82.3% 17.7%肯** 23.6% 47.6% 23.3% 5.6% 71.1% 28.9%肯**

18 提案を適切に英語でプレゼンテーショ ンできる。
4.9% 21.7% 45.3% 28.0% 26.7% 73.3% 否** 4.7% 22.7% 42.9% 29.8% 27.3% 72.7% 否**

19 提案した内容がどこまで有効かについて説明できる。 17.7% 52.5% 25.3% 4.5% 70.2% 29.8%肯** 16.9% 47.8% 29.3% 6.0% 64.7% 35.3%肯**

2 0 自分の発表に対する質問に適切に回答できる。 20.0% 56.3% 22.6% 1.1% 76.2% 23.8%肯** 18.7% 55.0% 23.6% 2.7% 73.7% 26.3%肯**

2 1 英語で自分の意見や考え、課題研究の成果を多くの人に伝えたい。
18.9% 33.9% 35.7% 11.5% 52.8% 47.2% ns 14.9% 28.2% 37.3% 19.6% 43.1% 56.9% 否**

2 2 学んだトピックや興味、経験の範囲内なら、抽象的な内容でも英語で議論できる。
11.9% 27.4% 41.0% 19.7% 39.2% 60.8% 否** 10.7% 28.5% 39.9% 20.9% 39.2% 60.8% 否**

R2 中学校合計 R2 高校合計
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令和 3年 2月 

WWL（Diverse Link Tokyo Edu）意識調査記述分析 

東京都立白鷗高等学校・附属中学校  

開発部 

 記述分析については、KH Coderによる計量テキスト分析で行った。テキスト分析における形態素解析器は、奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科自然言語

処理学講座（松本研究室）の Chasen（茶筅）を使用した。計量テキスト分析は、記述回答を Chasenで処理したのち、抽出後による共起ネットワークを作成し、共

起ネットワークによる分析とした。共起ネットワーク作成時の設定を以下に示す。設定において、最小出現数および最小文書数は、集計単位において KH-Coderの

自動制御設定とする。 

抽出後については、生徒の記述（H5のサンプル数約 900）については抽出語頻度 50までを示す。教職員の記述（H5のサンプル数約 100）については、抽出語頻

度 10までを示す。 
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 図 1 共起ネットワーク作成時の設定（教員用記述設定）                   図 2 共起ネットワーク作成時の設定（生徒用記述設定） 

1．教職員意識調査回答 

（1）右記の人材像を踏まえ、あなたは生徒に

どのような資質・能力を身に付けさせたいです

か。重要だと思うことを具体的に書いて下さ

い。 

対象集計文 122、段落 101， 

H5（記述回答セル数）102 

総抽出語数 2228（分析対象 1028）、異なり語数 492（分析対象 377） 

 

 

 

取組を通じて育成すべきグローバル人材像 
【令和２年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業構想計画書】 
・事象を多面的・多角的に捉え、主体的に課題を見出し、深い思考により分析しながら解決策を導き発信してい
ける人材 
・多様な価値観を尊重しながら協働していくことができる人材 
・これまでの常識にとらわれず、斬新かつ柔軟な創造的思考をもつ人材 



3 

 

（2）前問(1)で回答した資質・能力を育成す

るため、教科等の授業で工夫していること

（工夫したいこと）を具体的に書いて下さ

い。 

 

対象集計文 99、段落 73， 

H5（記述回答セル数）54 

総抽出語数 1968（分析対象 888） 

異なり語数 555（分析対象 425） 

 

 

 

 

 

 

 

取組を通じて育成すべきグローバル人材像 
【令和２年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業構想計画書】 
・事象を多面的・多角的に捉え、主体的に課題を見出し、深い思考により分析しながら解決策を導き発信してい
ける人材 
・多様な価値観を尊重しながら協働していくことができる人材 
・これまでの常識にとらわれず、斬新かつ柔軟な創造的思考をもつ人材 
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（3）前問（1）で回答した資質・能力を育成

するため、教科等の授業で工夫していること

（工夫したいこと）を実施する上で課題だと

感じていることを具体的に書いて下さい。 

対象集計文 89、段落 65，H5（記述回答セ

ル数）70 

総抽出語数 1783（分析対象 797） 

異なり語数 567（分析対象 424） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組を通じて育成すべきグローバル人材像 
【令和２年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業構想計画書】 
・事象を多面的・多角的に捉え、主体的に課題を見出し、深い思考により分析しながら解決策を導き発信してい
ける人材 
・多様な価値観を尊重しながら協働していくことができる人材 
・これまでの常識にとらわれず、斬新かつ柔軟な創造的思考をもつ人材 
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（4）WWL構築支援事業の取組を通して、自らの指導に関して変化が「ある」と回答した 27名の具体的な内容記述 

対象集計文 40、段落 35，H5（記述回答セル数）27 

総抽出語数 799（分析対象 338） 

異なり語数 284（分析対象 198） 
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（5）WWL構築支援事業の取組を通して、自らの指導に関して変化が「ない」と回答した 27名の「ない」と回答した理由の内容記述 

対象集計文 20、段落 20，H5（記述回答セル数）27 

総抽出語数 395（分析対象 160） 

異なり語数 154（分析対象 98） 
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2．生徒意識調査回答 

（1）グローバル化するということはどういうことだと思いますか。あなたの考えを述べてください。 

対象集計文 960、段落 907，H5（記述回答セル数）893 

総抽出語数 12905（分析対象 5911） 

異なり語数 1151（分析対象 951 
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（2）ダイバーシティ（多様性）が進むということはどういうことだと思いますか。あなたの考えを述べてください。 

対象集計文 958、段落 894 

H5（記述回答セル数）893  

総抽出語数 13636（分析対象 6079） 

異なり語数 1219（分析対象 997） 

分析 多様性とは何かということを一般論で理解しているが、中高生として経験が少ないせいか、自分事となっていな

い。 

例えば、差別や人種などの具体的な問題が、自分と繋がっておらず，自分事となっていない。 
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（3）イノベーション（革新）とはどういうことだと思いますか。あなたの考えを述べてください。 

対象集計文 903、段落 880，H5（記述回答セル数）

893  

総抽出語数 10510（分析対象 4628） 

異なり語数 1092（分析対象 896） 
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（4）あなたの将来のビジョンを書いてください。 

対象集計文 1001、段落 922，H5（記述回答セル数）893  

総抽出語数 11684（分析対象 5511） 

異なり語数 1443（分析対象 1198） 

分析 

おおきく 2つのグループに大別できる。大学へ行くことを第一義として考えるグループとグローバルな視点で将来のビジョンを考えるグループである。 

大学へ行くことを第一義として考えるグループに「自分」という言葉がない。グローバルな視点で将来のビジョンを考えるグループは、自分―仕事―海外は繋が

っているが、上級学校である「大学等」の言葉がない。自分―大学―仕事―海外と繋がるとグローバル化が進むのではないかと考え、今後、この 2つのグループが

繋がって欲しいと考える。 
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（5）授業や実際の場面で英語を使うことにどういう気持ちで取り組んでいますか。あなたの考えを述べてください。 

対象集計文 943、段落 900 

H5（記述回答セル数）893 

総抽出語数 13002（分析対象 5535） 

異なり語数 1094（分析対象 874） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 緑のグループは、将来のため自分の糧になるためのキャリア的な視点で取り組もうとしているグループと、自分と他者との関わ

りの中でのコミュニケーションツールとして使いたいと考えていることがわかる。それぞれのグループも共起していることから、英語

が多様な場面で有用である意識があると考えられる。 
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（6）通常の対面授業よりもオンライン授業のほうが「良い」と感じたことはありますか。あなたの考えを述べてください。 

対象集計文 1150、段落 1040，H5（記述回答セル数）

893 

総抽出語数 12376（分析対象 6062） 

異なり語数 1131（分析対象 929） 

 

分析 

 オンライン授業の一番のメリットは、通学時間がないため、時間に余裕ができたと感じてる生徒が多いことがわかる。そのほかに、授業をリラックスして受ける

ことができる、板書が画面なので見やすいなどのメリットも読み取れる。 
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（7）通常の対面授業よりもオンライン授業のほうが「良くない」と感じたことはありますか。あなたの考えを述べてください。 

対象集計文 1226、段落 1082、H5（記述回答セル数）893 

総抽出語数 12028（分析対象 5953） 

異なり語数 1162（分析対象 950） 

 

 

分析 

 オンライン授業で良くない部分は、通信環境等が悪く

オンライン授業が受けにくい、回線が止まる、先生の声が

途切れるなど、インフラ面をあげる生徒が多い。インフラ

はハード面の問題であるため、解決可能な問題であると考

える。また、画面を見続けることから目の疲れなどを訴え

る意見もあったが、時間配分や教員側の授業の工夫と生徒

の慣れになって、ある程度の改善が可能であると考えられ

る。そのほかには、先生に質問がしにくい、休み時間等で

友人と十分なコミュニケーションがとれないなどの意見もあった。こちらは、対面授業とオンライン授業の質の違いに関する事項である。 
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分析 

興味のある分野は、高校と中学でそれほど差異はない。中学生と高校生の興味のあるベスト 3は、すべて同じ 

1位 「文化・歴史・宗教・言語」、2位 「教育・心理」、3位 「文学・芸術・哲学」 

高校生になって、増加している分野：「環境・資源・エネルギー」、「政治・法学」 高校生になって、減少する分野：「スポーツ科学・運動」 

その他（中学 31回答、高校 23回答）の内訳 

中学の複数回答：「音楽 5名」、「TV・マスコミ 3名」、高校の複数回答：「音楽 4名」、「建築 2名」、「マスコミ 2名」 
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